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臨地実習において学生に実施させるべき行為等 

 

表１ 臨地実習において学生に必ず実施させる行為及び必ず見学させる行為 

分類 臨地実習において 

必ず実施させる行為 

臨地実習において 

必ず見学させる行為 

生理学的検査 標準１２誘導心電図検査 

肺機能検査（スパイロメトリー） 

ホルター心電図検査のための検査器

具装着 

肺機能検査（スパイロメトリーを除

く） 

脳波検査 

負荷心電図検査 

超音波検査（心臓、腹部） 

足関節上腕血圧比（ABI）検査 

検体検査 血球計数検査 

血液塗抹標本作成と鏡検 

尿定性検査 

血液型検査 

培養・Gram染色検査 

精度管理（免疫学的検査、血液学的

検査、病理学的検査、生化学的検

査、尿・糞便等一般検査、輸血・移

植検査） 

メンテナンス作業（免疫学的検査、

血液学的検査、生化学的検査、尿・

糞便等一般検査） 

臓器切り出しと臓器写真撮影 

迅速標本作成から報告 

その他  検査前の患者への説明（検査手順を

含む） 

チーム医療（NST,ICT,糖尿病療養指

導） 

検体採取 

消化管内視鏡検査 

備考  

１ 臨床検査技師の資格を有しない学生が臨地実習中に上記行為を実施した場合は、学生

の実施した検査等の情報をそのまま臨床へ提供することはせず、必ず指導に当たる者が

確認、または再度実施した上で臨床に提供すること。 

２ 個々の患者から同意を得た上で実施すること。 
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表２ 臨地実習において学生に実施させるのが望ましい行為及び見学させるのが望ましい

行為 

備考 

１ 臨床検査技師を目指す学生が臨地実習中に実施すべき基本的行為は、患者の安全を確

保するためにも、学生の実施した検査等の情報をそのまま臨床へ提供することはせず、

必ず指導に当たる者が確認、または再度実施した上で臨床に提供すること。 

２ 個々の患者から同意を得た上で実施すること。 

実習 実施させるのが望ましい行為 見学させるのが望ましい行為 

生理学的検査に関する

実習 

 運動誘発電位検査 

体性感覚誘発電位検査 

検体検査に関する実習 血栓・止血検査 

HE染色や特殊染色検査 

病理標本観察 

細胞診標本作成と鏡検 

尿沈渣検査 

血液ガス分析検査 

交差適合試験 

不規則抗体検査 

同定・薬剤感受性試験 

 

その他の実習 採血室業務（採血行為を除く）  


